
Ｊ
Ｔ
Ｂ
が
受
賞
地
域
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

「花嫁のれんのまち」のと・七尾一本杉通り
「語り部処」でふれあい「茶の間の観光」

一本杉町町会（石川県七尾市）

年　第回　最優秀賞

祖先の痕跡が残る空間「ガンガラーの谷」
守るために価値を伝える　　　　　　　

南都（沖縄県南城市）

年　第回　優秀賞

団
体
旅
行
プ
ラ
ン
で
商
品
化

ツ
ア
ー
と
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
で
発
信

地
域
活
性
化
に
寄
与

「持続可能な観光」の
取り組みを募集　　

第

回「
Ｊ
Ｔ
Ｂ
交
流
文
化
賞
」

（４）第２９０２号 第３種郵便物認可 ２０１７年（平成２９年）８月５日（土曜日）

花嫁のれん館の展示。婚家の仏門の前で花嫁が実家の紋を入れ
た花嫁のれんをくぐり、結婚式が執り行われる

一本杉通りの「花嫁のれん館」

花
嫁
の
れ
ん
館
事
務
局
長
　
鳥
居

貞
利
氏

谷の入り口に広がる鍾乳洞を会場にパーティーやイベントを提
案。ユニークベニューとして活用を推進している

南
都
執
行
役
員
ガ
ン
ガ
ラ
ー
の
谷

事
業
所
長
　
高
橋
巧
氏

ガンガラーの谷のガイドツアー

　
鍾
乳
洞
が
崩
壊
し
て
形
成
さ
れ

た
特
異
な
地
形
の
中
に
亜
熱
帯
の

森
が
息
づ
く
ガ
ン
ガ
ラ
ー
の
谷
。

谷
に
残
る
洞
窟
に
は
旧
石
器
時
代

の
遺
跡
が
あ
る
。
世
界
最
古
約
２

万
３
千
年
前
の
釣
り
針
、
約
３
万

年
前
の
人
骨
化
石
な
ど
が
出
土

し
、
現
在
も
発
掘
調
査
中
だ
。

　
隣
接
す
る
観
光
施
設
「
お
き
な

わ
ワ
ー
ル
ド
」
を
運
営
す
る
南
都

の
所
有
地
で
、
南
都
は
谷
を
ガ
イ

ド
ツ
ア
ー
専
用
エ
リ
ア
に
設
定
し

た
。
豊
か
な
自
然
と
、
古
代
か
ら

の
人
間
の
痕
跡
を
テ
ー
マ
に
し
た

ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
を

年
に
開
始
。

年
々
人
気
が
高
ま
り
、

年
度
の

参
加
者
は
約

万
人
に
上
る
。

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ
ル
ー
プ
は
交
流
文
化

賞
の
授
与
に
続
き
、
国
内
の
魅
力

的
な
着
地
型
観
光
を
認
定
す
る

「
感
動
の
瞬
間
（
と
き
）
１
０
０

選
」
に
ガ
ン
ガ
ラ
ー
の
谷
を
選
ん

だ
。
エ
ー
ス
Ｊ
Ｔ
Ｂ
個
人
型
フ
リ

ー
プ
ラ
ン
の
沖
縄
の
上
期
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
で
は
、
巻
頭
の
ペ
ー
ジ
で

ガ
ン
ガ
ラ
ー
の
谷
を
紹
介
し
て
い

る
。
エ
ー
ス
Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
オ
プ
シ
ョ

ナ
ル
プ
ラ
ン
に
よ
る
ガ
イ
ド
ツ
ア

ー
の

年
度
の
取
扱
数
は
約
３
千

人
。
こ
の
他
、
添
乗
員
同
行
の
団

体
プ
ラ
ン
な
ど
に
も
ガ
イ
ド
ツ
ア

ー
を
組
み
込
ん
で
い
る
。

　
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
に
加
え
て
南
都

が
事
業
拡
大
を
目
指
す
の
が
Ｍ
Ｉ

Ｃ
Ｅ
の
分
野
。
谷
の
入
り
口
に
広

が
る
鍾
乳
洞
の
空
間
を
パ
ー
テ
ィ

ー
な
ど
の
会
場
と
し
て
提
供
し
て

い
る
。
南
都
執
行
役
員
ガ
ン
ガ
ラ

ー
の
谷
事
業
所
長
の
高
橋
巧
氏
は

「
一
夜
限
り
の
特
別
感
、
ま
さ
に

ユ
ニ
ー
ク
ベ
ニ
ュ
ー
。
今
後
の
需

要
拡
大
が
見
込
め
、
単
価
の
ア
ッ

プ
も
期
待
で
き
る
」
と
語
る
。

　
南
都
で
は

年
度
、
国
内
外
の

企
業
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
ツ
ア
ー

の
パ
ー
テ
ィ
ー

件
、
コ
ン
サ
ー

ト
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

件
の
開
催

に
成
功
し
た
。
Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ
ル
ー
プ

も
中
国
企
業
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

ツ
ア
ー
の
手
配
な
ど
で
利
用
し
た

実
績
が
あ
る
。
ま
た
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ

ル
ー
プ
は
、
南
都
が
９
年
前
か
ら

こ
の
空
間
で
開
催
し
て
い
る
「
魂

の
音
楽
祭
マ
ブ
イ
オ
ト
」
に
、
３

年
前
の
国
内
旅
行
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

「
日
本
の
旬
沖
縄
」
の
時
か
ら
Ｊ

Ｔ
Ｂ
限
定
公
演
日
を
設
定
。
今
年


月
の
公
演
に
つ
い
て
も
観
賞
プ

ラ
ン
を
販
売
し
て
い
る
。

　
注
目
を
集
め
る
ガ
ン
ガ
ラ
ー
の

谷
だ
が
、
１
９
７
２
年
に
自
然
公

園
と
し
て
公
開
さ
れ
た
後
、
上
流

地
域
の
畜
舎
排
水
の
影
響
で
谷
を

流
れ
る
河
川
の
環
境
が
悪
化
、
ガ

イ
ド
ツ
ア
ー
が
開
始
さ
れ
る
ま
で

の
約

年
間
、
閉
鎖
状
態
に
置
か

れ
た
苦
難
の
時
代
が
あ
っ
た
。「
ガ

ン
ガ
ラ
ー
の
谷
を
守
り
、
未
来
に

引
き
継
ぐ
に
は
観
光
の
力
が
必
要

だ
。
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
や
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ

を
通
じ
て
こ
の
谷
の
価
値
を
多
く

の
人
に
伝
え
て
い
く
」（
高
橋
氏
）。

　
実
家
の
紋
を
入
れ
た
「
花
嫁
の

れ
ん
」
を
花
嫁
が
婚
家
の
仏
間
の

前
で
く
ぐ
り
、
仏
前
で
お
参
り
し

て
か
ら
結
婚
式
を
執
り
行
う
。
幕

末
か
ら
明
治
に
か
け
て
加
賀
藩
の

領
地
で
行
わ
れ
た
風
習
で
、
現
在

も
ご
く
わ
ず
か
な
家
で
残
っ
て
い

る
と
い
う
。

　
花
嫁
の
れ
ん
を
活
用
し
た
一
本

杉
通
り
の
町
お
こ
し
は
、
商
店
や

住
宅
で
花
嫁
の
れ
ん
を
飾
る
「
花

嫁
の
れ
ん
展
」
を
２
０
０
４
年
か

ら
開
始
し
た
の
が
始
ま
り
。
そ
れ

ぞ
れ
の
店
が
「
語
り
部
処
」
の
看

板
を
掲
げ
、
店
主
ら
が
観
光
客
と

触
れ
合
う
「
茶
の
間
の
観
光
」
も


年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
年
間
通
じ
て
多
く
の
観
光
客
が

訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、


年
に
花
嫁
の
れ
ん
の
仮
設
展
示
場

を
呉
服
屋
２
軒
に
設
置
し
た
。
昨

年
４
月
９
日
に
は
七
尾
市
役
所
の

支
援
を
受
け
常
設
展
示
場
「
花
嫁

の
れ
ん
館
」
を
オ
ー
プ
ン
。
明
治

か
ら
平
成
ま
で
の
花
嫁
の
れ
ん
約


種
類
を
展
示
し
、
花
嫁
の
れ
ん

く
ぐ
り
も
体
験
で
き
る
施
設
だ
。

　「
第
８
回
Ｊ
Ｔ
Ｂ
交
流
文
化
賞
」

で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
。
花
嫁

の
れ
ん
館
事
務
局
長
の
鳥
居
貞
利

氏
は
「
大
手
旅
行
会
社
か
ら
賞
を

も
ら
え
、
宣
伝
効
果
が
大
き
か
っ

た
」
と
振
り
返
る
。
Ｊ
Ｔ
Ｂ
交
流

文
化
賞
の
特
徴
は
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
が
受

賞
作
品
の
魅
力
を
全
国
に
発
信
し

て
く
れ
る
こ
と
だ
。
Ｊ
Ｔ
Ｂ
は
受

賞
を
契
機
に
花
嫁
の
れ
ん
の
旅
行

商
品
化
に
動
き
出
し
、
早
く
も
受

賞
翌
年
の

年
に「
地
恵
の
た
び
」

プ
ラ
ン
を
造
成
し
た
。

　
地
恵
の
た
び
は
、
町
お
こ
し
に

成
功
し
た
地
域
を
訪
れ
、
そ
の
成

功
事
例
か
ら
地
域
活
性
化
の
ヒ
ン

ト
を
探
る
と
い
う
団
体
旅
行
向
け

商
品
。
「
花
嫁
の
れ
ん
の
町
」
プ

ラ
ン
は
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
と
一
本
杉
通
り

振
興
会
、
町
会
が
毎
年
話
し
合
い

を
し
な
が
ら
企
画
内
容
を
改
良
し

て
き
た
。
今
年
度
の
プ
ラ
ン
は
、

花
嫁
の
れ
ん
館
の
見
学
と
語
り
部

処
で
の
触
れ
合
い
を
ベ
ー
ス
に

し
、
さ
ら
に
商
店
街
全
店
で
使
用

で
き
る
５
０
０
円
分
の
商
品
券
を

参
加
者
全
員
に
配
布
し
て
、
通
り

を
歩
い
て
買
い
物
を
し
て
も
ら
う

仕
掛
け
を
施
し
て
い
る
。

　
近
年
の
販
売
状
況
は

年
度
が

人
員
ベ
ー
ス
で
前
年
比

％
増
、


年
度
が
同

％
増
と
着
実
に
実

績
を
伸
ば
し
て
い
る
。

　
町
お
こ
し
の
今
後
の
展
開
に
つ

い
て
鳥
居
氏
は
「
七
尾
市
内
の
他

の
地
域
に
も
観
光
客
を
呼
び
込
め

る
店
も
場
所
も
あ
る
。
一
本
杉
通

り
が
核
と
な
り
、
七
尾
市
の
市
街

地
全
体
に
に
ぎ
わ
い
が
戻
っ
て
く

る
の
が
理
想
だ
」
と
語
る
。
そ
の

周
遊
観
光
の
実
現
に
は
、
Ｄ
Ｍ
Ｃ

（
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ

ー
ジ
メ
ン
ト
・
カ
ン
パ
ニ
ー
）
機

能
を
持
つ
Ｊ
Ｔ
Ｂ
と
の
さ
ら
な
る

連
携
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
交
流
文
化
賞
は
、
地
域
に
根
ざ
し
た
持
続
的
な

交
流
の
創
造
と
各
地
域
の
魅
力
の
創
出
、
地
域
の
活
性
化

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に

年
に
創
設
さ
れ
た
。
組
織

団
体
部
門
の
ほ
か
、
一
般
旅
行
者
の
「
交
流
文
化
」
体
験

記
を
対
象
と
し
た
「
一
般
体
験
部
門
」
、
小
中
学
生
に
よ

る
交
流
体
験
の
作
文
を
対
象
と
し
た
「
ジ
ュ
ニ
ア
体
験
部

門
」
の
計
３
部
門
が
あ
る
。

　
組
織
団
体
部
門
は
国
内
外
を
問
わ
ず
、
地
域
固
有
の
魅

力
の
創
出
、
需
要
の
創
造
、
地
域
活
性
化
、
双
方
向
の
文

化
交
流
な
ど
独
自
の
「
持
続
可
能
な
観
光
」
の
取
り
組
み

を
表
彰
。
観
光
振
興
、
地
域
活
性
化
の
貢
献
度
を
審
査
基

準
と
し
て
、
最
優
秀
賞
１
作
（
賞
金
１
０
０
万
円
）
、
優

秀
賞
２
作
（
同

万
円
）
を
決
定
す
る
。

　
こ
れ
ま
で
の

回
で
選
考
委
員
特
別
賞
を
含
め

作
品

が
受
賞
し
て
い
る
。
第

回
は
応
募

作
品
の
中
か
ら
、

大
館
市
ま
る
ご
と
体
験
推
進
協
議
会
（
秋
田
県
大
館
市
）

の
「
本
場
の
き
り
た
ん
ぽ
、
秋
田
弁
♪
、
か
っ
ち
ゃ
が
魅

力
の
秋
田
県
大
館
市
」
が
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
。

　
応
募
締
め
切
り
は
９
月

日
（
当
日
消
印
有
効
）
。

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
は
８
月
１
日
、「
第

回
Ｊ
Ｔ
Ｂ
交
流
文
化
賞
」

の
募
集
を
開
始
し
た
。
同
賞
「
組
織
団
体
部
門
」
は
、
地

域
（
観
光
地
）
の
組
織
、
団
体
の
取
り
組
み
が
対
象
。
そ

の
大
き
な
特
徴
は
、
優
秀
作
品
に
対
し
て
旅
行
商
品
化
な

ど
を
検
討
し
、
受
賞
後
も
Ｊ
Ｔ
Ｂ
が
受
賞
地
域
を
継
続
的

に
支
援
す
る
こ
と
だ
。
同
賞
の
概
要
と
２
０
１
２
年
度
受

賞
地
域
へ
の
支
援
の
事
例
を
紹
介
し
て
い
く
。


